
◎戦災、風水害等による記録消失・回復等の状況について （　別　　紙　）

時期 種類 ①災害による被害状況　②被害データの特定 対策 復旧状況

1 北海道 北海道ブロック本部 昭和20年11月6日 火災
①道庁の火事により保険課が一部焼失。
②被保険者名簿等の一部が消失、冠水のため判読不能となっ
た。（具体的には特定できていない）

事業所への訪問、調査票の送付等の調査を行い修復作
業を実施。（OBより聴取）

大規模事業所についてはある程度修復できたが、小規模事
業所、特に退職者については、分からないことが多く全ては
修復出来なかった。（OBより聴取）

2 北海道 砂川 昭和37年8月4日 風水害
①台風により事務所が浸水。
②被害データの状況は不明

－ 実質的な被害なし（OBより聴取）

3 青森 青森 昭和20年7月頃 戦災
①青森県庁空襲により焼失
②健保厚年被保険者名簿の一部焼失

事業所に確認をし、回復に努めた。（OBより聴取） 大部分が回復できたが、一部は回復できず（OBより聴取）

4 新潟 新潟西 昭和39年6月16日 地震
①新潟地震による床上浸水、土砂津波の流入等
②被保険者原票の３分の２が冠水、一部判読不明。

乾燥させた、判読不明なものは書替えを行った。（資料よ
り）

1か月以内に作業完了した模様（資料より）

5 東京 港 昭和20年5月29日 戦災
①空襲により焼失
②会計金庫内の書類以外は全焼。

本庁の索引簿を確認及び事業所への照会を行った。（資
料より）

復元したとの記録あり。（資料より）

6 東京 江東 昭和20年3月10日 戦災
①空襲により焼失
②名簿消失（大多数）

昭和６０年頃、業務センターより旧台帳マイクロフィルムを
取り寄せ作業していた（OBより聴取）

－

7 東京 品川 昭和28年5月22日 火災
①放火により事務所３分の２が焼失
②記録台帳のうち60万件が焼失

本庁からの予算措置を受け、賃金職員を雇用し復元作業
を行った。（OBより聴取）

２ヶ月間の作業で台帳は復元されたが、チェックの不備等に
より、一部記載漏れ、誤記等があることが後日判明した。
（OBより聴取）

8 神奈川 川崎 昭和20年4月15日 戦災
①空襲により焼失
②記録台帳のうち相当数が焼失した。

事業所から資料を取り寄せ戦災台帳を作成した。（OBより
聴取）

取り寄せられた資料が一部にとどまったため完全には復元
できなかった。（OBより聴取）

9 石川 金沢北 昭和23年11月16日 火災
①保険課が元商品陳列館火災により類焼
②払出簿、被保険者台帳が焼失。

事業主、被保険者、保険者の協力により復元作業を行う。
（資料より）

一部を除き復元。（資料より）

10 愛知 熱田 昭和20年6月9日 戦災

①戦災より焼失
②文書、資料が残っておらず詳細は不明、おそらく厚年被保険者
名簿は焼失。
（現笠寺、半田事務所管轄含む）
旧台帳、年金番号の払出索引票は別の場所（愛知県内）で管理さ
れていたため直接の被害なし。

厚生年金保険被保険者名簿はおそらく焼失している。記録の管
理方法は不明。

おそらく昭和２１年初頭頃から旧台帳、払出索引票をもと
に事業所の協力を得て復元したと思われる。
復旧状況にかかる資料は無い。（OBより聴取）

昭和２１年初頭頃の現存事業所の現存被保険者の名簿は復
元。（OBより聴取）

11 愛知 熱田 昭和34年9月26日 風水害
①伊勢湾台風による風水害
②被保険者名簿、年金番号払出し索引票の一部水につかり、記
載が滲んで不鮮明になる。

被保険者名簿等を乾かしたと思われる。（OBより聴取） 不鮮明なまま特に復旧はしていない。（OBより聴取）

12 福井 武生 昭和23年頃 地震・豪雨
①地震と豪雨で県庁が浸水
②年金番号払出簿が浸水
県庁（城址）の倉庫に記録を保管。

再作成した（OBより聴取）
震災後の豪雨により年金番号払出簿に滲みが確認されたた
め、乾かした上で上からなぞるなどし復元した。（OBより聴
取）

13 福岡 中福岡 昭和30年2月20日 火災
①社会保険事務所に隣接する支払基金が焼失
②延焼危機回避のため、旧台帳を退避の際、滅失

－
旧台帳の特定は不可、紙保険者名簿、払出簿の損害はな
し。（OBより聴取）

14 福岡 久留米 昭和28年6月 水害
①昭和２８年西日本水害による浸水
②被保険者名簿のインクが水害により滲む。
喪失年月日、氏名等が判読できないものが実在。

被保険者名簿の滲んだ部分を上からなぞるなどしているも
のがあるが、復元時期・方法等は不明。喪失処理や算定
の際に事業所から聴取の上復元したとも聞いている。（OB
より聴取）

－

15 福岡 直方 昭和28年2月2日 火災
①火災により事務所焼失
②被保険者名簿を焼失、払出簿被害なし（不明部分はある）

現存被保険者→事業所と記録照合
喪失被保険者→事業所（現存）の名簿等から復元作業を
行う。
全喪事業所に係る被保険者名簿→払出簿から復元作業
を行う。（資料より）

現存被保険者→昭和28年10月算定基礎時までに復元
喪失被保険者→大部分が復元
全喪事業所に係る被保険者名簿→連絡が取れなかった事
業所については復元できず。（資料、OBより聴取）

16 大分 大分 昭和23年2月9日 火災
①大分県庁の火災
②厚年台帳を焼失（新聞記事より）

事業所の協力を得て再作成（新聞記事より） 復元作業は行った（OBより聴取）

17 大分 大分 昭和34年か35年頃 風水害
①台風により事務所が浸水
②台帳の種類は不明。県庁の地下２階倉庫で保管していた。

復元作業は行った（OBより聴取） 実質的な被害なし（OBより聴取）

18 鹿児島 川内 昭和44年6月30日 水害

①大雨による川のはんらんで庁舎浸水
②事務所１階倉庫が水に浸かり国年台帳転記済みの検認台紙
及び切り替え済みの旧台帳が水に浸かる。
件数等は不明。

水が引いた後に倉庫の清掃を行った。（OBより聴取）
実質的な被害はないため、特段の復旧作業は行わなかっ
た。（OBより聴取）

報告元


